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９ 	 Kusaba Kana, Watanabe Tatsuro, Kidoguchi Keisuke, Yamamoto Yuta, Kurahashi-Fukuda Yuki, 
Kurahashi Yuki, Tomoda Ayaka, Hoshiko Toshimi, Kojima Naoto, Nakata Susumu, Kimura Shin-
ya: Targeting OXPHOS with novel thiophene carboxamide enhances the efficacy of TKI on LSCs 
in CML.  第86回日本血液学会学術総会．2024，10，11-13．

10	 城戸口啓介，山本雄大，倉橋祐樹，倉橋佑紀，友田綾香，渡邉達郎，木村晋也：Double hit lym-
phoma を対象とした OR-2100併用 CHOP の有効性と安全性．第28回日本がん分子標的治療学会学
術集会　ワークショップ ９．2024，6，19-21．

11	 Keisuke Kidoguchi,Tatsuro Watanabe, Ayaka Tomoda, Kana Kusaba, Yuta Yamamoto, Yuki Ku-
rahashi, Yuki Kurahasi-Fukuda, Kazutaka Nakashima, Hiroaki Miyoshi, Koichi Ohshima, Shinya 
Kimura: Orally bioavailable DNA demethylating agent OR-2100 inhibits the tumor growth of dou-
ble hit lymphoma.  第86回日本血液学会学術集会．2024，10，11-13．

12 ◯木村早希子，佐古兼一，橘川奈生，仲丸雄太，松尾俊祐，草場香那，藤田真衣，城戸口啓介，岡本
翔，木村晋也，島ノ江千里イブルチニブ母集団薬物動態モデルの予測性評価と周術期休薬シミュ
レーションへの適用．第 7回日本腫瘍循環器学術集会　一般口演．2024，8，3-4．

13	 三橋達也，勝屋弘雄，長家聡明，佐野遥菜，佐野晴彦，板村英和，岡本　翔，吉村麻里子，安藤寿
彦，木村晋也：成人Ｔ細胞白血病・リンパ腫の同種移植後再発に対しヴァレメトスタットを投与し
た ２例．第86回日本血液学会学術総会．2024，10，11-13．

14	 山本雄大，渡邉達郎，倉橋祐樹，嬉野博志，蒲池和晴，城戸口啓介，川副和紀，木村晋也：DNA
メチル化阻害薬によるウイルス由来のマウス自然発がんに対するがん予防効果．第28回造血器腫瘍
研究会．2024，1，26-27．

15	 山本雄大，渡邉達郎，嬉野博志，蒲池和晴，川副和紀，城戸口啓介，倉橋祐樹，木村晋也：DNA
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メチル化阻害薬によるウイルス由来のマウス自然発がんに対するがん予防効果．第28回日本がん分
子標的治療学会学術集会．2024，6，19-21．

16	 山本雄大，嬉野博志，渡邉達郎，木村晋也：DNA脱メチル化剤によるE3ユビキチンリガーゼＸを
介した IKZF1の分解作用は多発性骨髄腫に対して抗腫瘍効果を示す．第83回日本癌学会学術総会．
2024，9，19-21．

17	 栗原有紀，田代宏樹，浅岡雅人，加畑宏樹，髙橋浩一郎：Single cell RNA-Seq 解析で明らかになっ
た TSLP を介した気道過敏性制御における樹状細胞の役割．第64回日本呼吸器学会講演会．2024，
4，5-7．

18	 栗原有紀，田代宏樹，貞松宏典，荒金尚子，髙橋浩一郎：TSLP はオゾン曝露による HDM 誘導喘
息モデルマウスの好酸球性炎症増悪に G-CSF を介して関与する．第64回日本呼吸器学会講演会．
2024，4，5-7．

19	 田代宏樹：TSLP は樹状細胞を介してオゾンによる気道過敏性・気道炎症を制御する～ ERS 2023
参加を通して～．第64回日本呼吸器学会講演会．2024，4，5-7．

20	 中島千穂，梶原　心，桑原雄紀，小楠真典，髙橋浩一郎，荒金尚子：小細胞癌転化を来した EGFR
遺伝子変異陽性肺腺癌 6症例の臨床的特徴．第64回日本呼吸器学会講演会．2024，4，5-7．

21	 髙橋浩一郎：教育講演 １：COPD に対する多面的アプローチと治療への展開．第64回日本呼吸器
学会学術講演会．2024，4，5-7．

22	 小楠真典，南里水晶，梶原　心，栗原有紀，小宮奈津子，田代宏樹，中島千穂，髙橋浩一郎：肺癌
マルチプレックス遺伝子パネル検査における EBUS-TBNA の有用性．第47回日本呼吸器内視鏡学
会学術集会．2024，6，27-28．

23 ◯大坪美由紀：アレルギー性疾患の移行支援に関する医療従事者の認識調査．第70回日本アレルギー
学会学術大会．2024，10，18-20．

24	 桑原雄紀：真菌監査喘息マウスにおけるマクロライド化合物 EM900の治療効果．第70回日本アレ
ルギー学会学術大会．2024，10，18-20．

25	 田代宏樹：TSLP は conventional DC type1を介してオゾンによる好中球性炎症と気道過敏性亢進
に関与する．第70回日本アレルギー学会学術大会．2024，10，18-20．

26	 小楠真典，南里水晶，梶原　心，栗原有紀，小宮奈津子，田代宏樹，中島千穂，髙橋浩一郎：非小
細胞肺癌に対する免疫チェックポイント阻害薬（ICI）を含む初回化学療法における予後規定因子
の検討．第65回日本肺癌学会学術集会．2024，10，31-11，2．

27	 梶原　心，小楠真典，南里水晶，栗原有紀，小宮奈津子，田代宏樹，中島千穂，髙橋浩一郎：
SMARCA4 truncating mutation と判明した原発不明癌の小細胞癌への形質転換の一例．第65回日
本肺癌学会学術集会．2024，10，31-11，2．

28	 日高晴菜：COPD 患者の経度認知障害の有無と身体能力，自己管理能力，生きがいの差の検証．
第34回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会．2024，11，15-16．

29	 栗原有紀，髙橋浩一郎，田代宏樹，浅井一久，佐々木誠悟，中西正典，平野綱彦，松永和人，南方
良章：COPD 患者において座位時間と歩数の変化量は相関しない．第34回日本呼吸ケア・リハビ
リテーション学会学術集会．2024，11，15-16．

30	 髙橋浩一郎：教育セミナー：10年先を見据えた未治療 COPD 患者に対する初期治療．第34回日本
呼吸ケア・リハビリテーション学会学術集会．2024，11，15-16．
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地方規模の学会
１ 	 木村晋也：慢性骨髄性白血病．近畿血液地方会．2024，11，16．
２ 	 島村拓弥，行元崇浩，佐野晴彦，勝屋弘雄，木村晋也，江﨑幹宏：当院での BRAF 変異陽性大腸

癌治療の現状．消化器病学会地方会．2024，6，22．
３ 	 藤田真衣，岡本　翔，三橋達也，城戸口啓介，草場香那，佐野晴彦，板村英和，吉村麻里子，勝屋

弘雄，安藤寿彦，陣内一輝，甲斐敬太，木村晋也：Epcoritamab による pseudoprogression を認め
た再発難治性DLBCL の一例．日本血液学会九州地方会．2024，3，9．

４ 	 栗原有紀，貞松宏典，田代宏樹，髙橋浩一郎，野口吉彦，大村　智，砂塚敏明，荒金尚子：マクロ
ライド系化合物 EM900の真菌感作喘息に対する効果．第 ６ 回日本アレルギー学会 九州・沖縄支部
地方会．2024，2，17．

５ 	 小楠真典，梶原　心，桑原雄紀，小宮奈津子，田代宏樹，中島千穂，髙橋浩一郎：当院で左上下葉
分岐部に突出した非小細胞肺癌に対し Nivolumab 併用術前化学療法で pCR が得られた一例．第64
回日本肺癌学会九州支部学術集会　第47回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会．2024，3，1-2．

６ 	 栗原有紀，髙橋浩一郎，田代宏樹，浅井一久，佐々木誠悟，中西正典，平野綱彦，松永和人，南方
良章：COPD患者における座位行動の身体活動に関する多施設共同研究．第92回日本呼吸器学会・
日本結核 非結核性抗酸菌症学会　九州支部春季学術講演会．2024，3，16．

７ 	 中島千穂：呼吸器内科医がみるがんゲノム診療　佐賀における実践．第92回日本呼吸器学会・日本
結核 非結核性抗酸菌症学会　日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会 九州支部春季学術講演会．
2024，3，16．

８ 	 田代宏樹：重症喘息における TSLP の関与とそのメカニズム．第93回日本呼吸器学会・日本結核 
非結核性抗酸菌症学会　日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会 九州支部秋季学術講演会．2024，
10，11-12．

９ 	 田代宏樹：重症喘息の病態と制御．第93回日本呼吸器学会・日本結核 非結核性抗酸菌症学会　日本
サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会 九州支部秋季学術講演会．2024，10，11-12．

10	 中島千穂，江口健二郎，南里水晶，梶原　心，桑原雄紀，栗原有紀，小宮奈津子，小楠真典，田代
宏樹，荒金尚子，髙橋浩一郎：佐賀大学医学部卒業生における入局先選択に関わる意思決定の背景
と呼吸器内科医に関するイメージ調査．第93回日本呼吸器学会・日本結核 非結核性抗酸菌症学会 
日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会 九州支部秋季学術講演会．2024，10，11-12．

11	 梶原　心，中島千穂，南里水晶，桑原雄紀，栗原有紀，小宮奈津子，田代宏樹，小楠真典，髙橋浩
一郎：小細胞肺癌に対して CBDCA+VP-16+Durvalumab 治療後に発症した自己免疫性自律神経節
障害の 1例．第93回日本呼吸器学会・日本結核 非結核性抗酸菌症学会 日本サルコイドーシス／肉
芽腫性疾患学会 九州支部秋季学術講演会．2024，10，11-12．

12	 脇　晃太，小楠真典，南里水晶，梶原　心，栗原有紀，小宮奈津子，田代宏樹，中島千穂，髙橋浩
一郎：傍腫瘍性神経症候群（PNS）を合併した抗 SOX1抗体陽性小細胞肺癌の 2 例．第93回日本呼
吸器学会・日本結核 非結核性　抗酸菌症学会・日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会 九州支
部秋季学術講演会．2024，10，11-12．

13	 南里水晶，田代宏樹，梶原　心，桑原雄紀，栗原有紀，小宮奈津子，小楠真典，中島千穂，髙橋浩
一郎：Mepolizumab で増悪し Dupilumab で改善した粘液栓合併気管支喘息の一例．第93回日本呼
吸器学会・日本結核 非結核性　抗酸菌症学会・日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会 九州支
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部秋季学術講演会．2024，10，11-12．

研究助成等

職　名 氏　名
補助金（研究助成）

等の名称
種　　目

１：代表
２：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

教　授 木村　晋也 科学研究費 基盤C １ 慢性骨髄性白血病の治療不要
寛解率を向上させる治療法の
開発

1，500

講　師 勝屋　弘雄 科学研究費 基盤C １ 成人Ｔ細胞白血病・リンパ腫
の新規発症予測法の開発

1,300

特任教授 嬉野　博志 科学研究費 若手 １ 新規 DNA メチル化阻害剤を
用いた CML 幹細胞を標的と
した治療戦略

1,040

特任教授 嬉野　博志 一般財団法人　医
療・介護・教育研究
財団

第18回ふくお
か臨床医学研
究賞

１ 新規 STAMP 阻害剤アシミ
ニブを用いて慢性骨髄性白血
病の治癒を目指す 

400

助　教 山本　雄大 新日本先進医療研究
財団

研究助成 １ 新規経口 DNA 脱メチル化薬
OR2100による発がん予防効
果

1,000

准教授 髙橋浩一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C ２ 気管支喘息のトランジッショ
ンに向けた教育支援プログラ
ム開発と検証

100
（273）

准教授 髙橋浩一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C １ COPD 患者における骨格筋 -
腸内細菌叢連関と新規リハビ
リテーション介入手法の開発

1,300
(1,010)

特任講師 中島　千穂 科学研究費助成事業 若手研究 １ 非小細胞肺癌の小細胞癌形質
転換リスク予測と PDX によ
る薬効予測法の確立

600

特任講師 中島　千穂 受託事業 受託事業 １ 佐賀県感染症等医療体制強化
事業

19，951

講　師 田代　宏樹 科学研究費助成事業 基盤研究C ２ COPD 患者における骨格筋 -
腸内細菌叢連関と新規リハビ
リテーション介入手法の開発　

130

講　師 田代　宏樹 科学研究費助成事業 若手研究 １ 酪酸誘導による腸内細菌叢を
標的とした肥満喘息の制御

1，100
(981)

講　師 田代　宏樹 先端医療技術に関す
る研究・開発への支
援

運営費交付金 １ 腸内細菌叢が肥満喘息増悪を
誘導する標的分子の同定と治
療介入

5，384

講　師 田代　宏樹 受託研究（追加予算） 受託研究（追
加予算）

１ Regulation of neutrophilic 
airway inflammation and air-
way hyperresponsiveness 
through Thymic stromal 
lymphopoietin: role of IL-
17A

4，890

助　教 栗原　有紀 科学研究費助成事業 若手研究 １ 重症喘息における TSLP と
肥満細胞の関与

800

※（　）は繰越金で外数
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学術（学会）賞

職　名 氏　名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

助　教 栗原　有紀 第93回日本呼吸器学会・日本結核 非
結核性抗酸菌症学会・日本サルコイ
ドーシス／肉芽腫性疾患学会 九州支
部 秋季学術講演会 学術奨励賞

オゾン曝露によるダニ誘導喘息モデルマウスの増悪は
抗TSLP 抗体で抑制される
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